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DP との関係 

 

２－３ 地域志向教育プログラム          
 

（1）地域志向教育プログラムについて 

茨城大学では、地域を多角的に捉えながら地域課題と向き合い、学部１年次から大学院まで一貫

して取り組める、学部横断型のアクティブ・ラーニングである「地域志向教育」を行います。 

地域志向教育プログラムでは、地域志向科目や地域 PBL への取組みから、地域に頼られ地域を先

導できる学生を育成し、さらには地域の課題解決と活性化を行うことを目的としています。育成す

る具体的な人材像は、「地域志向で協創力ある学生」、「現場志向で課題解決力ある学生」、「未来志向

でリーダー力ある学生」です。 

 

（2）地域志向教育プログラムの修了証の要件 

プログラムでは修了証を発行します。この修了証は、それを持った学生が地域に役立つ人材であ

ることを、茨城大学が認定するものです。そのため、１）要件の８単位以上の修得に加え、２）地

域 PBL 科目における報告書や、３）プログラム対象科目以外も含めた卒業年次前学期（夏季集中講

義を含む）までの成績（＊）も勘案して発行します。 

卒業年次の後学期になりましたら、全学教育機構で審査のうえ卒業時に発行します。 

 

＊ ①プログラム対象科目以外も含めたすべての科目について、通算 GPA を用いた学部ごとの上

位７５％以上が要件です。かつ②履修したすべてのプログラム対象科目について、通算 GPA を

用いた学部ごとの上位５０％以上に該当する場合は、「優秀」を記載した修了証を出します。 

 

なお、３年次前学期（同上）までに修了要件の８単位以上を修得している３年次生には、「修了見

込証明書」を発行することができます。これにより、当該教育プログラムを履修していることを就

職活動等においてアピールすることができます。３年次後学期になりましたら、全学教育機構から

手順などを連絡します。 

 
（3）地域志向教育プログラムの履修科目について 
 

1）基盤教育科目 
１年次に必修科目の「茨城学」２単位を履修します。また、１年次以降に（「茨城学」以外の）

「地域志向科目」から２単位以上を履修できます。ただし、後者については、修了証の要件に算

入できるのは４単位までです。 

   ＊ 「茨城学」はプログラム参加の有無にかかわらず、すべての学生が卒業に単位修得が必要

な必修科目です。 
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）全学共通科目・専門科目

１年次～４年次に科目が配置されています。
全学共通科目である「５学部混合地域 科目」および「地域協創 」あるいは学部の専門科

目である「地域 科目」から２単位以上（２単位選択必修）を履修します。 には、問題解決
を主目的として、学生の皆さんが主体となり実践するグループ学習（ ）と、
各チームが具体的な学修課題をたてて、プロジェクトを遂行しながら行う学習（

）があり、本プログラムではいずれも地域課題等をテーマに行います。そして、これらに
学部横断で取り組むのが「５学部混合地域 科目」で、さらに プラス参加校（ 参照）
も加えて取り組むのが「地域協創 」です。また、学部の専門性をより用いて取り組むのが学部
の「地域 科目」です。シラバスをよく読んで履修してください。
また、学部の専門科目である「地域志向科目」から２単位以上を履修できます。

地域志向教育プログラムの科目区分

科目の区分 科目名・授業題目名 必修・選択必修・選択 履修年次 ＊＊ 備考

全学教育
機 構

基盤教育科目
「茨城学」＊ 単位必修 年次

地域志向科目 選択 ～ 年次 修了要件に算入できるの
は 単位まで

全学共通科目 学部混合地域 科目
「地域協創 」 単位選択必修

～ 年次 「自由履修」の科目

学 部 専門科目
地域 科目 ～ 年次 工学部は 年次から開始

地域志向科目 選択 ～ 年次

修了要件単位数 合計 単位以上

＊ 「茨城学」はプログラム参加の有無にかかわらず、すべての学部学生が卒業に単位修得が必要な必修科目です。
＊＊ 修了証の履修要件に算入できるのは４年次の前学期（夏季集中講義を含む）までです。
 

地域志向教育プログラムのカリキュラムマップ

年次
前学期 Ｑ

Ｑ

後学期 Ｑ
Ｑ

年次
前学期 Ｑ

Ｑ

後学期 Ｑ
Ｑ

年次
＊＊

前学期 Ｑ
Ｑ

後学期 Ｑ
Ｑ

年次
＊＊＊

前学期 Ｑ
Ｑ

後学期 Ｑ
Ｑ

＊ 工学部の地域 は３年次から開始。
＊＊ 年次前学期（夏季集中講義を含む）までに修了要件の 単位以上を修得している 年次生には、「修了見込証明書」を

発行することができます。
＊＊＊ 「修了証」の履修要件に算入できるのは 年次の前学期（同上）までの成績です。

学部の地域志向科目
 

学部混合地域

地域協創
学部の地域 ＊

「茨城学」以外の
基盤教育科目の地
域志向科目

茨城学

（ ：クォーター）
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（4）基盤教育科目・全学共通科目における「地域志向科目」一覧 
平成３１年度に基盤教育科目・全学共通科目において開講される「地域志向科目」は下表のとお

りです。「茨城学」はプログラム参加の有無にかかわらず、すべての学生が卒業のために単位修得が
必要な必修科目です。基盤教育科目において、「茨城学」を除く「地域志向科目」で修了要件に算入
できるのは４単位までです。開講授業科目一覧（別冊）では、「ナンバリングコード」に、「地域志
向科目」に該当する授業には「COE」のコードが付されています。 

基盤教育科目 

科目区分 授業科目区分 授業題目 単位数 
対象 
年次 

茨城学 茨城学 
 

2 1 

異文化コミュニケーション 多文化共生 多文化共生 1 1 

異文化コミュニケーション 人間とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 障害者理解と共生 1 2 

ヒューマニティーズ 思想・文学 茨城の方言と民俗 1 1 

ヒューマニティーズ 人間科学 現代民俗学 １ １ 

ヒューマニティーズ 歴史・考古学 身近な考古学 1 2 

パフォーマンス＆アート ダンス・演劇文化 水戸芸術館で学ぶ音楽、演劇、美術 1 1 

自然・環境と人間 環境と人間 サステイナビリティ学入門 1 1 

自然・環境と人間 環境と人間 霞ヶ浦と流域活動 1 1 

自然・環境と人間 環境と人間 霞ヶ浦の自然 1 1 

自然・環境と人間 環境と人間 自然災害と地域防災  1 1 

自然・環境と人間 技術と社会 茨城の産業・技術と社会（地域産業・技術編） 1 1 

自然・環境と人間 技術と社会 茨城の産業・技術と社会（河川航路・鉄道編） 1 1 

グローバル化と人間社会 公共社会 大学生と消費生活 1 1 

グローバル化と人間社会 公共社会 ボランティア活動 1 1 

グローバル化と人間社会 公共社会 多様性社会に関わるボランティア活動 1 1 

グローバル化と人間社会 公共社会 現代社会論Ａ 1 1 

グローバル化と人間社会 公共社会 現代社会論 B 1 1 

グローバル化と人間社会 公共社会 地域社会学概論 基礎編 1 1 

グローバル化と人間社会 公共社会 アスリートの世界～鹿島アントラーズとの提携を通して～ 1 1 

グローバル化と人間社会 公共社会 仕事を考える 1 1、2 

グローバル化と人間社会 公共社会 地域の安全と安心 1 2 

グローバル化と人間社会 公共社会 都市観光と地方創生 1 2 

グローバル化と人間社会 法律・政治 生き残るための政治学    1 1 

グローバル化と人間社会 法律・政治 福祉と法（障害のある人、高齢者） 1 1 

グローバル化と人間社会 経済・経営 子どもの貧困問題を考える 1 1 

グローバル化と人間社会 経済・経営 現代経済入門 I 1 1 

全学共通科目 
科目名 学期 単位数 対象年次 備考 

5 学部混合地域 PBL Ⅰ 前学期（集中講義） 2 1 自由履修 
5 学部混合地域 PBL Ⅱ 前学期（集中講義） 2 2 自由履修 
5 学部混合地域 PBL Ⅲ 前学期（集中講義） 2 1 自由履修 

5 学部混合地域 PBL Ⅳ 前学期（集中講義） 2 1 
自由履修 
使用言語は英語 

地域協創 PBL 前学期（集中講義） 2 ２ 自由履修 
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